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開館しました

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

～
平
安
文
化
を
今
に
伝
え
る
～

「
源
氏
物
語
」
の
よ
う
に

　
人
の
心
の
奥
深
く
届
く
館
に

瀬戸内寂聴名誉館長

　
よ
う
や
く
開
館
の
は
こ
び
と

な
り
、
非
常
に
感
慨
深
い
思
い

で
す
。
名
誉
館
長
就
任
を
お
引

き
受
け
し
た
時
に
も
申
し
ま
し

た
よ
う
に
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
の
「
源
氏
物
語
」
の
全
釈
を

終
え
ま
し
た
時
に
、
源
氏
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
名
誉
館
長
就

任
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、

本
当
に
浅
か
ら
ぬ
ご
縁
と
し
か

い
い
よ
う
が
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
光
源
氏
の
邸
宅
で
あ
り
ま
す

六
条
院
の
模
型
、
女
房
装
束
の

か
さ
ね
の
色
合
い
、
優
雅
な
調

度
の
数
々
と
、
で
き
る
だ
け
わ

か
り
や
す
く
、
実
感
的
に
、
か

つ
平
安
時
代
に
忠
実
な
展
示
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
「
源

氏
物
語
」
を
よ
く
ご
存
じ
の
か

た
に
も
、
そ
う
で
な
い
か
た
に

も
、
楽
し
ん
で
、
イ
メ
ー
ジ
を

源
氏
物
語
の
ま
ち
宇
治
を

　
　
全
国
に
発
信
す
る
施
設
に

宇治市長勇久保田

　
か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
源
氏
物
語
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
開
館
を
迎
え
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
平
成
三
年
に

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
、

市
民
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
「
紫

式
部
文
学
賞
」
「
紫
式
部
市
民

文
化
賞
」
を
創
設
し
、
そ
れ
を

契
機
に
「
源
氏
ろ
ま
ん
」
と
銘

打
っ
て
宇
治
十
帖
古
跡
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ー
ラ
リ
ー
を
は
じ
め

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
治

川
周
辺
に
点
在
す
る
古
跡
を
中

心
に
歌
碑
や
文
化
財
な
ど
を
ネ

ｙ
ト
ワ
ー
ク
す
る
「
源
氏
物
語

散
策
の
道
」
整
備
を
は
じ
め
源

氏
物
語
を
テ
ー
マ
に
し
た
街
づ

く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
び
完
成

い
た
し
ま
し
た
源
氏
物
語
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
は
、
こ
う
し
た
一
連

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
だ
け
る
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
館
員
の
方
に
は
、

御
来
館
の
ど
な
た
に
も
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
、
「
源
氏
物
語
」

の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
人
の

心
の
奥
深
く
と
ど
く
館
で
あ
る

よ
う
、
努
力
を
お
願
い
す
る
つ

も
り
で
す
。

　
こ
の
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
核
と
し
て
、
ま
す
ま
す
、

宇
治
市
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
と

文
化
が
よ
り
花
開
き
、
さ
ら
に

日
本
の
文
化
財
と
し
て
世
界
に

誇
る
文
学
で
あ
る
「
源
氏
物
語
」

へ
の
、
理
解
と
関
心
が
深
ま
り

ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

の
事
業
の
集
大
成
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
今
後
、
二
十
一
世
紀

に
向
け
、
源
氏
物
語
の
ま
ち
宇

治
を
全
国
に
発
信
す
る
施
設
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
名
誉
館
長
に
現

代
日
本
の
最
も
高
名
な
女
流
作

家
瀬
戸
内
寂
聴
先
生
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

も
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、

当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
多
く
の
人
々

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設

と
し
て
発
展
い
た
し
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
念
願
す
る
次
第
で
す
。

　
な
お
、
建
設
に
際
し
、
格
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

利
用
案
内

■
展
示
観
覧
料
一

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
…
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

　
小
人
（
小
・
中
学
生
）
…
２
５
０
円
（
２
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
団
体
3
0
人
以
上

　
　
＊
次
の
人
は
無
料
で
す
。
○
小
学
生
未
満
の
乳

　
幼
児
、
○
市
内
在
住
の
7
0
歳
以
上
の
人
、
○
市
内

　
在
住
の
障
害
者
（
１
級
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手

　
帳
、
１
級
の
精
神
薄
弱
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
人
）
と
そ
の
介
護
者

一
開
館
時
間
■

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
3
0
分

　
ま
で
）

■
休
館
日
■

　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
・
年
末
年
始

一
交
通
手
段
■

　
京
阪
宇
治
駅
徒
歩
1
0
分
／
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
徒
歩
1
5
分

館
内
案
内
は
６
面
に
掲
載
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市職員給与等の公表

宇治市政だより

圃職員課

(a内線2064)

　　市職員の給与等についてお知らせします。市職員の給与は地方公務員法第24条の規定に

　より、生計費、国や他の地方公共団体の給与、民間企業の従事者などの給与との均衡を考

　盧し、市議会の議決を経て定められます。ここに紹介する給与は、10年４月１日現在のも

　ので、税金や各種保険料などを差し引く前の額で、いわゆる手取り額ではありません。

（1) 職員給与の支払明m

　　　10年４月給与として支払われた標準的な職務の職員の給与支払明細書です。

　Ａ課長の場合

　(49歳勤続26年)

給　　　料　　　443.400円

調整手当　　　46.533円

扶養手当　　　16,000円

管理職手当　　　57,642円

通動手当　　　7,140円

住居手当　　　4,100円

　　Ｂ係長の場合

　(46歳勤続24年)

給　　　料　　　409,500円

詞整手当　　　39,150円

扶養手当　　　25,500円

片間外動務手当　　　27,184円

通勤手当　　　12,740円

住居手当　　　4,100円

　Ｃ主事の場合

　(32歳動続^o年)

給　　　料　　　273,500円

調整手当　　　25.695円

扶養手当　　　12,000円

時問外勤務手当　　　19.980円

通動手当　　　　600円

住居手当　　　4,100円

（支給額計）　　574,815円

長期･s期掛金　　　69,834円

市共済掛金　　　4,434円

所　碍　税　　　23,035円

住　民　税　　　32,900円

（支給額計）　　518,174円

長期･短期掛金　　　64,496円

市共済掛金　　　4,095円

所　得　税　　　22,280円

住　民　税　　　30,800円

(支給額計)　　335,875円

長期･短期掛金　　　43,076円

市共済掛金　　　2,735円

所　得　税　　　　9,400円

住　民　税　　　　9,000円

（控除額計）　　130,203円

差引支給額　　　4M.612円

（控除額計）　　121,671円

差引支給額　－　396,503円

（控除額計）　　　64,211円

差引支給額　　　271,664円

※長期・短期掛金 相当します。

(2)職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

区分
一般行政職 技能労務n

平均給料月額平均給与月額平均年齢 平均給料月額平均給与月額平均年齢

本市 362,311円 468,519円 42.11歳 352,592円 430,146円 45.00歳

国 315,850円 公表されていません 39.03歳 283,812円 公表されていません 47.08歳

※1.給料とは本給(基本給)、給与とは給料と諸手当の合計です。諸手当には扶養手当、住居手当、通動

　　手当、調整手当、時間外動務手当、特殊動務手当、管理職手当などがあります。

　2.国の一般行政職は行政職俸給表(－)、技能労務職は行政職俸給表(二)の適用職員です。

(3)職員の初任給の状況

区　　分
大　学　卒 高　校　卒

初任給 採用2年鰹過日の給料鶴 初　任給 採用2年鰹過日の給科額

一般行政職
本市 179,800円 192,800円 150,500円 162,500円

国 173,000円 187,000円 140,700円 150,500円

※初任給・２年経過日とも本市の給料月額は国よりも大学卒(n種)で1号給、高校卒(Ⅲ種)で２号給高t

　金額となっています。

(4)市職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 265,000円 326,600円 382,000円

高校卒 224,200円 282,000円 334,200円

※経験年数とは卒業後直ちに採用され引き続き動務している場合は、採用後の年数を言います。

(5)一般行政職の級別職員数の状況

区　　分 I級 2級 3級 4 級 5級 6級 7級 a級 9級 計

標準的な職務内容 主　事　等 係長 主幹 課長 部長 へ

職員数 ５人 45人 62人 90人 81人 343人 77人 43人 37人 783人

構成比 0.6％ 5.8％ 1S％ 11.5％ 10.4％ 43.8％ 9.8％ 5.5％ 4.7％ 100％

参

考

1年前の構成比0.5％ 6.0％ 9.0％ 10.3％ 11.2％ 42.4％ 9.6％ 6.5％ A.5％ 100％
５年前の構成比 1.5％ 9.7％ 5.1％ 11.8％ 24.3％ 30.5％ 6A％ 6.8％ 3.9％ 100％

※本市の給与条例に基づく給料表の級の区分による職員数です。標準的な職務内容は、それぞれの級に

該当する代表的な職名です。

(6)職員手当の状況

犬 宇　治　市 国

期末･勤勉

　手当

　９年度(

支給割合

)

区　　分 期　　末 勤　　勉 期　　末 勤　　勉

６　月　期 1.6月分 0.6月分

宇治市と同じ
12月　期 1.9月分 0,6月分

３　月　期 0.55月分 -

計 4.05月分 1.2月分

　退職手当(ここU)

区　　分 自己都合 特退・定年 自己都合 勧奨・定年

動続20年 21.0月分 28.875月分

宇治市と同じ
勤続25年 33.75月分 44.55月分

勤続35年 47.6月分 62.7月分

最高限度額 60.0月分 62.7月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置(2~20％加算) 宇治市と同じ

退聡片特別昇給 原則１号給 １　号俸

1人at!)平均支給額
自ES合634万円(平均勤続年14年)

特iS・定年2,50T万円(平均勤続年31年) 公表されていません

※本市の特退とは特別希望退職のことで、5o歳以上の職員を対象とする退職制度です。

1998年（平成10年）11月11日発行（２）

調

整

手

当

支給対象地域 宇治市内全域

支給対象職員 全職員(1,496人)

支　給　率 9%

　国の制度宇治市内官署の支給率
3%　ただし、官署指定
により1O％支給官署あり

支給対象職員１人当
たり平均支給月額

（9年度決算見込み0）
　　33.654円(年額402,648円)

※1.調整手当とは、物価などの水準が特

　　　に高い地域に動務している戦員に支

　　　給される手当で、民間の地域差手当

　　　(都市手当)などに相当するものです。

　2.国では大都市とその近辺の官署に動

　　　務する職貝に支給されています。そ

　　　のl例には、東京都特別区の12％、

　　　横浜市、川崎市、名古屋市､京都市、

　　　大阪市、神戸市の10％があります。

時間外

動務手当

区　　　分 ９年度決算見込み額 ８年度

支給総額 343,605千円 380,835千円

職員１人当たり支給月額19,418円（年額233,016円）21,285円（年額255,420円）

袴殊勤務

手　当

区　　　　分 全　　職　　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 A2A%

支給対象職員１人当たり支給月額 6,132円（年073,584円）

手当の種m 19種

代表的な手
当の名称

支給額の多い手当 消防職員手当､ごみ収集作業手当､火葬場勤務手当
多くの職員に支給されている手当 変則勤務手当、消防職員手当、ごみ収集作業手当

区分 内　　　　　容　　　（月額） 国の制度との異動とその内容

扶養手当

配偶者　　　　　　　　　　　　16,000円

配偶者以外の扶養親族（子・その他）5,500円

配偶者のない職員の扶養親族１人目11,000円

技量観族でない配偶者を有する場合の技量族＼人目6.500円

16～22歳の子　　　　　　　　4,000円加算

異
な
る

配偶者以外の扶養親族のうち３人目以上

本市…5,500円　国…2,000円

住居手当
借家・借間最高支給限度額　　　　27,000円
自己所有家屋　　　　　　　　　　4,100円

唇

る

手当が支給されない借家･借間の家賃額

本市…3,000円以下国…11,000円以下
自己所有s屋取得5年末満国-2.500円

　　　　　　　　５年以上国…1,000円

通勤手当
全額支給限度額　　　　　　　　50,000円

これを超える場合は超える額の1/2を加算
異
なる

本市…交通用具利用者も交通捷関利用者に準じて支給

国…全額支給限度額45,000円

　　最高限度額　　50.000 円

（7）ラスパイレス指数の状況

年度 ６ ７ ８ ９ 10

指　数 101.7 102.0 102.3 101.7
　101.1

本市の試算

(8)特別職の報酬等の状況

区　分 給料月額等

給

料

市長 1,110,000円

助　役 920,000円

収入役 810,000円

報

酬

議長 670,000円

副議長 620.000円

議員 570.000円

※この指数は地方公共団体の職員構

　成が国と同じであると仮定した場

　合に、国の給料額を100として求め

　られる数値です。

区　　　分 期　末 勤　勉

架

霖

m
心
条男

市長

助　役

収入役

６月期 1.6月分 0.6月分

12月期 1.9月分 0.6月分
３月期 0.5月分 -

計 4.0月分 1.2月分

議長
副議長

議貝

６月期 1.6月分 -

12月期 1.9月分 -

３月期 0.56月分 -

計 4.05月分 -

※このほか、常動特別職には、調整手当（給料額の9％）と通動実態により一般職に準じて通勤手当が支

　給されます。市長等三役と市議会議員の給料月額等は、市長が特別職報酬等審議会に諮問し同審議会が

　出す答申を基に、議会の議決を経て改定されます。

（9）定員の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:人）

ｇ

別
警
笛
la

万

4

日畳

区　分 職　　員　　数 対前年増減数

部　門 平成８年 平成９年 平成10年 平成８年 平成９年 平成I0年

一

般

行

政

部

門

議　会 11 10 11 ０ －1 １

総　務 202 200 198 ０ -2 －2

税　務 75 75 74 ０ ０ －1

民　生 265 266 274 -2 １ ８

衛　生 153 153 162 ０ ０ －1

労　働 ３ ３ ２ ０ ０ －1

農林水産 20 19 19 １ -1 ０

商　工 ７ ７ ７ －1 ０ ０

土　木 175 177 183 －1 ２ ６

Ｈ 教　育 260 261 251 ５ １ -10

消　防 181 185 185 ４ ４ ０

in

水　道 70 71 72 -1 １ １

下水道 45 45 45 １ ０ ０

その他 25 25 24 １ ０ －1

合　　計 1,492 1,497 1,497 ７ ５ ０

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員などを含み。

臨時又は非常勤職員を除いています。

平

成
10
年
の

職
員

数
の
増
減

状
況

部　門 増員数 減員数 差し引き 主　な　増　減理　由

一

般

行

政

部

門

議　会 １ ０ １ 全国高校総体業務部問応援の終了

総　務 ６ ８ －2 ふれあいセンター職員退職不補充等

税　務 ０ １ －1 固定資産評価審査委員会事務局の移管等

民　生 ９ １ ８ 介護保険制度導入準備等

衛　生 ４ ５ －1 組織統合による職の廃止等

労　働 ０ １ - 勤労者住宅融資業務の減少

農林水産 ０ ０． ０

商　工 ０ ０ ０

土　木 14 ８ ６ 鉄軌道推進業務体制の整備等

賎
教　育 13 23 -10 全国高校総体業務の終了等

消　防 ０ ０ ０

§R
水　道 １ ０ １ 給水戸数、下水道料金徴収件数の増

下水道 ０ ０ ０

その他 0 １ －1 電算業務の移管

972
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愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

飼
っ
て
い
ま
す
か

動
物
病
院
で
随
時
に
。

　
犬
や
猫
な
ど
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
は
人
々
の
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
Ｉ
方
で

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
不
始
末
に
よ

る
悪
臭
や
鳴
き
声
、
放
し
飼
い
な
ど
の
苦
情
が
絶
え

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
原
因
は
、
一
部
の
心
な
い
無
責

任
な
飼
い
主
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
今
、

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
飼
お
う
と
し

て
い
る
人
は
、
人
生
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

　
人
と
動
物
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
、
愛
情
と
責
任

　
を
持
ち
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
う
こ
と
が
で
き
る
よ

　
う
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

　
　
圃
環
境
企
画
課
（
登
内
線
２
２
５
４
）

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一

フ
ン
の
始
末
は

忘
れ
ず
に

　
犬
の
健
康
を
保
持
し
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
て
や
る
た
め
に

毎
日
の
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
散
歩
の
途
中
で
排
せ

つ
し
た
フ
ン
を
そ
の
場
に
放
置

す
る
心
な
い
飼
い
主
が
ま
だ
多

い
よ
う
で
す
。
犬
の
習
性
か
ら
、

ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
排
せ
っ
す
る

こ
と
が
多
く
、
放
置
し
て
お
く

と
ハ
エ
の
発
生
や
悪
臭
を
放
つ

な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
散

歩
を
さ
せ
る
と
き
は
、
袋
や
ス

コ
ッ
プ
を
用
意
し
、
フ
ン
を
持

ち
帰
る
よ
う
飼
い
主
が
貴
任
を

持
っ
て
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

未
登
録
の
犬
は

今
す
ぐ
登
録
を

　
平
成
七
年
度
か
ら
犬
の
登
録

が
生
涯
一
度
で
よ
く
な
り
ま
し

た
。
犬
の
登
録
・
注
射
は
、
飼

い
主
が
当
然
す
べ
き
こ
と
と
し

て
法
律
（
狂
犬
病
予
防
法
）
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
も
し
も
自
分
の
犬
が
逃
げ

出
し
て
迷
い
犬
に
な
っ
て
も
、

登
録
を
し
て
首
輪
に
鑑
札
（
登

録
済
票
）
か
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
が
っ
い
て
い
れ
ば
、
そ
の

犬
は
飼
い
主
の
も
と
に
帰
れ
ま

す
。
登
録
が
ま
だ
の
場
合
は
今

す
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。
登
録
は
、

定
期
集
合
注
射
時
（
毎
年
四
月

に
実
施
）
か
も
し
く
は
保
健
所
、

飼
え
な
い
か
ら
っ
て

捨
て
な
い
で

　
ゴ
ミ
を
あ
さ
っ
た
り
、
所
か

ま
わ
ず
フ
ン
を
し
た
り
、
家
畜

を
襲
う
な
ど
野
犬
に
関
す
る
苦

情
や
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
と

の
要
望
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
野
犬
を
捕
獲
す
る
だ

け
で
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
飼
い

主
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

育
て
る
か
、
引
き
取
り
手
を
探

す
な
ど
し
て
野
犬
に
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

野
犬
は
責
任
を
放
棄
し
た
飼
い

主
の
か
わ
い
そ
う
な
被
害
者

（
犬
）
で
す
。
も
し
、
飼
い
主

が
犬
や
猫
に
子
ど
も
が
産
ま
れ

る
の
を
望
ま
な
い
な
ら
、
動
物

病
院
で
避
妊
手
術
や
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も

飼
え
な
く
な
っ
た
ら
保
健
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
囲
宇
治
保

健
所
＆
2
1
・
2
1
9
1
）
。

　
　
　
　
　
白
系

乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度
が
拡
大

来
年
一
月
か
ら
二
歳
児
の
通
院
も
対
象
に

　
市
で
は
子
育
て
支
援
の
一
つ

と
し
て
乳
幼
児
の
通
院
・
入
院

の
医
療
費
を
支
給
す
る
「
乳
幼

児
医
療
費
支
給
制
度
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
十
一

年
一
月
診
療
分
か
ら
拡
大
し
て
、

諭旨

レI{首巻

　｢のら猫｣にエサを与えると散在している[町を　｢のら猫｣はところかまわすフンをし､ゴ

猫がｰか所に集まり､いっの周にかその近所ﾚよ　　　ﾐを荒らし､次々と子猫を産むなど､手に負

は猫の遊び場やトイレになり､周囲の人に迷　ﾌﾟ]しう　　　ぇなくなります｡愛情と貫任を持って一生飼

惑をかけることになります｡エサを与えるなしずに　　　うようにし､捨てたりせす､｢のら猫｣を増

らその猫を責任を持って飼いましよう。　　r'｀　　　やさないようにしましよう。

～
の
ら
猫
」
に

｝
え
さ
を
や
る
な
ら

一
責
任
を
特
う
て
．
‘
ゾ
Ｊ
’
・
゛

　猫にも専用のトイレを作り、

子猫のときから食事後など、

排便のそぷりを見せたらトイ

レに連れて行きます。これを

根気よく続けます。

’
猫
．
に
や

一
ト
イ
レ
の
し
づ
け
を

　に歳こ
こな児れ
れりのま

にま辺lで
よす院対
り　゜の象
｀　医外
三　療で

歳　費あ
未　もっ

満　対だ
児　象二

の
通
院
・
入
院
の
医
療
費
を
助

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
受
診
の

機
会
が
多
く
、
医
療
費
が
か
さ

む
乳
幼
児
を
持
つ
家
庭
の
経
済

的
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
、
こ

の
制
度
に
よ
る
医
療
保
険
で
の

診
療
を
受
け
た
場
合
の
一
部
負

担
金
は
、
通
院
・
入
院
共
に
一

医
療
機
関
に
つ
き
、
一
か
月
二

百
円
と
現
行
ど
お
り
で
す
。

　
な
お
、
来
年
一
月
か
ら
の
制

度
拡
大
に
向
け
、
平
成
十
一
年

一
月
以
降
有
効
の
乳
幼
児
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
に
つ

い
て
は
十
二
月
下
旬
に
新
し
い

医
療
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
…
高
齢
福
祉
医

療
課
（
公
内
線
2
3
3
4
）
。

973

第６回

宇治市第九コンサート

寝②人でか　で金人２の◆３高等害印い
た老　次ら対すと保衣自福3 齢級者鑑な
き人①の69象べ薬健だ己祉４福の手｀い
り世所い歳者　剤法ｋ負医－祉分帳障人

｀帯得ずのは　一に　担療へ医かー害は
同－税れ医｀　部準老分制　゜療る療者｀
居一非か療○　負ず人を度　課.も育の健
親人課に保老　担るの助Ｅ　－の手人康
族暮税該険人　金一場成保　容を帳は保
がら世当加11　が部合し険　内持一身険
すし帯す入65　必負はま診　線参な体証
べヽヽる者歳　要担老す療　2 kど障ヽ

て
6
0
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
な
ど
）
に
属
す
る
人
。
一
部

負
担
金
は
医
療
機
関
ご
と
に
、

外
来
で
一
日
五
百
円
（
月
四
回

を
限
度
）
及
び
外
来
時
の
薬
剤

一
部
負
担
金
、
入
院
で
一
日
に

つ
き
千
百
円
で
す
　
○
母
子
＝

母
子
家
庭
の
1
8
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
母
、
両
親
が
な
い
1
8
歳
ま

で
の
子
　
○
障
害
＝
6
5
歳
ま
で

の
重
度
の
障
害
を
持
つ
人

◆
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管

理
事
業
・
：
老
人
保
健
法
に
よ
る

医
療
費
の
一
部
負
担
金
と
外
来

時
の
薬
剤
一
部
負
担
金
を
全
額

助
成
し
ま
す
。
対
象
者
は
6
5
歳

以
上
で
重
度
の
障
害
を
持
つ
人

で
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　12月20日(日)午後２時開演

　　　　　　　　(午後１時半開場)

　文化センター大ホール

モーツァルト:歌劇｢皇帝ﾃｨﾄｩｽの慈悲｣序曲

ﾍﾞｰﾄｰﾍﾞﾝ:交響曲「第九番｣ニ短調(合唱付)

[＞管弦楽京都市交響楽i I〉指揮iS尻竜典

[〉合唱宇治市民第九合唱団[＞合唱指揮伊吹新一

　　チケット発売中(全自由席)

　大人3500円・高校生以下2000円

　　　　　　　　(当日券各500円増)

　問い合わせ

　財宇治市文化センター(a20-2111)

⑤謳隣四
千認rtiffr聯

･‥………鱗齢皆ﾉ:ﾉ…………j
頂で;ti

……

……

………｀

……………ぞy二-4以-y丿…………

お宅の犬・猫

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い

で
！
散
歩
も
必
ず
つ
な
い
で
し

ま
し
ょ
う

好かれる犬はよいしつけから
◆基本的なしつけを　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　卜･飼い主の都合によってしかったり、命令の言葉を変えると犬は

☆命令は「ダメ」「ヨシ」「スワレ」など簡単に　　　　　　　　　　　　　　　迷います。
☆ほかの人や犬に向かわせない　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆しかるのは、悪いことをしそうなときか、した直後に

☆ムダぼえをさせない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･・犬は時間かたってからしかられても、なぜしかられたか分かりー

☆フンをする場所を覚えさせる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ません゜

◆上手にしつけるには　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆;:21;2172性格をゆがめます。体罰は、飼い主であるこ

☆「しかる」と「ほめる」の態度の区別をはっきりと　　　　　　　　｜　　　　とを認めさせ、歯向かわないようにしつけるための必要最小限

　･・「しかる」態度と「ほめる」態度の差をはっきりつけないと、　　　　　　にとどめましょう。

　　犬はしがられているのかほめられているのか、あるいは遊んで　　　　当また、してはいけないことを繰り返しする場合は、しかることも

　　もらっているのか分からず、効果がありません。　　　　　　　　　　　必要ですか、何か原因があることか多いものです。犬がなぜそう

☆都合によってしかったり、命令の言葉を変えたりしない　　　　　　｀　　　するのか、よく考えてみましょう。

猫を飼うなら愛情と責任を～猫の苦情が後を絶ちません～

ご存じですか

福祉医療制度・重度心身障害老人健康管理事業

市民参加の第九合唱
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臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
申

請
受
付
を
十
一
月
十
二
日
俐
か

ら
開
始
し
ま
す
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
（
一
万
円
）

　
▼
老
齢
年
金
や
各
種
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
［
申
請
は
社

会
福
祉
援
護
課
、
障
害
者
母
子

福
祉
課
、
国
民
年
金
課
へ
一
。

◆
臨
時
介
護
福
祉
金
（
三
万
円
）

　
▼
対
象
…
生
活
保
護
受
給
者

ま
た
は
低
所
得
者
で
①
在
宅
寝

た
き
り
老
人
［
申
請
は
高
齢
福

祉
医
療
課
（
昔
内
線
2
3
4
6
）

へ
」
、
②
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福

祉
手
当
受
給
者
［
申
請
は
障
害

者
母
子
福
祉
課
（
萱
内
線
2
3

0
5
）
　
へ
」
。

◆
臨
時
特
別
給
付
金
（
一
万
円
）

　
▼
対
象
・
：
平
成
1
0
年
８
月
１

日
現
在
、
満
6
5
歳
以
上
で
1
0
年

度
市
民
税
が
非
課
税
（
受
給
者

が
だ
れ
か
の
被
扶
養
者
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
扶
養
者

も
非
課
税
）
で
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
（
た
だ
し
生
活
保
護

受
給
者
や
社
会
福
祉
施
設
の
入

所
者
は
対
象
外
）
　
［
申
請
は
臨

時
特
別
給
付
金
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
）
へ
」
。

◆
申
請
方
法
・
：
対
象
者
と
思
わ

れ
る
人
に
は
申
請
書
類
を
送
付

し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
用
紙
を

市
役
所
の
ほ
か
、
各
公
民
館
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
総
合
福
祉
会

館
に
も
置
い
て
い
ま
す
。
申
請

に
は
通
帳
な
ど
の
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の
と
印
鑑
が
必
要
で

す
。
な
お
、
窓
口
は
混
雑
し
ま

す
の
で
、
’

‘
で
き
る
限
り
郵
送
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
締
め
切
り
・
：
窓
口
・
郵

送
と
も
一
１
１
一
一
月
3
0
日
側
（
当
日
消

印
有
効
）
。

保
育
所
入
所
申
し
込
み
（
4
月
一
斉
入
所
分
）

　
十
一
年
度
の
保
育
所
入
所
の

申
し
込
み
を
十
二
月
七
日
側
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
▽
対
象
・
：
1
1
年
４
月
１
日
現

在
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
、

宇
治
市
内
に
住
み
、
そ
の
児
童

の
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
た
め
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
家
庭
外
労
働
　
日
常
、
家
庭

の
外
で
働
い
て
い
る

②
家
庭
内
労
働
　
日
常
、
家
庭

内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る

③
母
親
の
出
産
　
妊
娠
中
で
あ

る
か
、
出
産
後
間
が
な
い
こ
と

④
保
護
者
の
疾
病
等
　
病
気
や

負
傷
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

⑤
病
人
な
ど
の
看
護
等
　
病
人

や
心
身
障
害
者
の
世
話
を
常
時

し
て
い
る

⑥
災
害
の
復
旧
　
家
庭
な
ど
で

震
災
・
火
災
・
風
水
害
な
ど
の

1
2
／
7
（
月
）
～
1

2
／
1
5
（
火
）

災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

⑦
そ
の
他
　
①
～
⑥
の
い
ず
れ

か
に
類
す
る
こ
と

　
▽
申
し
込
み
用
紙
な
ど
の
配

付
・
：
申
し
込
み
用
紙
・
入
所
の

し
お
り
等
は
1
1
月
2
0
日
㈲
か
ら

各
保
育
所
、
子
育
て
支
援
課
で

お
渡
し
し
ま
す
。

　
▽
申
し
込
み
・
：
1
2
月
７
日
側

～
1
2
月
1
5
日
出
に
子
育
て
支
援

課
（
受
け
付
け
・
：
午
前
８
時
半

～
午
後
５
時
）
か
下
表
の
民
間

保
育
所
（
受
け
付
け
…
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
、
申
込
書
の
取

次
だ
け
）
へ
。
申
し
込
み
に
は

保
護
者
の
「
在
職
証
明
書
」
な

ど
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
旨

の
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。
早

め
に
ご
用
意
を
。

　
▽
注
意
事
項
…
ｏ
歳
の
乳
児

が
入
所
で
き
る
月
齢
は
保
育
所

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
入

所
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
・
：
子
育
て
支

援
課
（
酋
内
線
2
3
2
2
）
。

保育所名 所　　　在　　　地 保育所名 所　　　在　　　地

民

間

保

育

所

八
園口

登　　り 木幡赤塚8 －1
　S （32）3811

民
間

くりくま
大久保町平盛42－3

　a （44）4621

明　　星
五ヶ庄芝ノ東i9－5

　S （32）0704

公

立

保

育

所

北木幡 木幡陣ノ内１
　乙（32）7374

なかよし
羽戸山一丁目8－4

　S （32）5335
木　　幡 宇治束中10－ 2

　S （31）8204

あ‘さひ
菟道大垣内10

　S （24）1551
　　　　　ごム

宇　　ｊ□

宇治弐番84－10
　a （21）2701

三室戸 菟道荒棋37
　S （23）3224

棋　　島
棋島町南落合17－ ２

　雲（22）1504

ひいらぎ 神明石塚65－
3

　a （44）0652
北小倉 小倉町堀池94

　a （23）2543

広　　野
広野町丸山９

　IS （43）0242
西小倉 伊勢田町遊田69

　a （22）7151

いずみ 棋島町本屋敷167　S （20）0064
小　　倉
双葉園

小倉町西畑13
　S （22）2702

南　　浦
小倉町南浦62－57

　a （23）5882
大久保 大久保町旦椋25

　a （43）ヽ4540

伊勢田
伊勢田町ウトロ１

　a （43）5126
善　　法 宇1台善;去116－2

　a （22）2774

同　　胞 大久保町旦椋72－ 2
　a （44）3632 　

新
任
行
政
相
談
委
員
に

　
目
片
　
滋
さ
ん

1
1
月
１
日
付
で
総
務
庁
か
ら
委
嘱

　
今
年
の
四
月
か
ら
「
人
欠
員

と
な
っ
て
い
ま
し
た
行
政
相
談

委
員
に
十
一
月
一
日
付
で
目
片

滋
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁

長
官
が
委
嘱
し
、
国
の
仕
事
や

公
庫
・
公
団
、
そ
の
他
の
特
殊

法
人
の
業
務
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
・
意
見
・
要
望
を
受
け
付

け
、
適
切
な
助
言
を
し
た
り
、

関
係
機
関
へ
通
知
す
る
こ
と
に

よ
り
、
問
題
の
解
決
・
改
善
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
毎
月
第
三
木

曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

市
役
所
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

相
談
員
の
自
宅
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
厳
守
で
す
。

　
〈
行
政
相
談
委
員
〉

　
五
十
音
順

H

。片

28の
646
n滋
．さ

;Sん

了５

昆

56

聶子
．　さ
ヤ

諮

　江男子
ド

囲
広
報
課
市
民
相
談
係
（
萱
内

線
ｎ
乙
０
８
０
）
ｏ

５
７

　
市
民
の
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
は
お
休
み
し

ま
し
た
。
◆
投
書
コ
ー
ナ
ー
…
身
近
な
話
題
や
提
案

な
ど
。
－
掲
載
分
に
は
粗
品
進
呈
　
◆
市
民
情
報
短
信

…
サ
ー
ク
ル
の
催
し
や
会
員
募
集
　
［
送
付
・
連
絡

先
］
〒
６
１
１
－
8
5
0
1
宇
治
市
役
所
広
報
課

（
容
内
線
２
０
７
０
、
フ
ァ
ク
ス
2
0
・
8
7
7
9
）

1
2
月
1
1
日
号
へ
は
1
1
月
1
9
日
俐
ま
で
に
必
着
。
宗
教

・
営
利
・
政
治
活
動
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

◆
多
文
化
国
際
ネ
ッ
ト
パ
ー
ク

ウ
ク
ラ
イ
ナ
「
古
い
歴
史
の
町

キ
エ
フ
」
　
1
2
月
１
日
脚
、
午

後
１
時
半
～
３
時
半
、
広
野
公

民
館
。
京
都
府
国
際
交
流
員
ナ

タ
ー
リ
ア
ー
レ
ペ
チ
ュ
ク
さ
ん
。

茶
菓
付
き
５
百
円
、
西
村
さ
ん

酋
2
2
゛
6
8
8
4
0

◆
菟
道
歩
こ
う
会
　
1
2
月
５
日

出
、
午
前
丿
時
京
阪
宇
治
駅
集

合
（
小
雨
決
行
）
。
植
物
公
園
・

鴻
ノ
巣
山
方
面
、
杓
１
１
‥
　
　
ギ
ロ
。

辻
本
さ
ん
昔
９
９
一
・
〇
７
７
９
．

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会
　
1
2
月
７
日
㈲
午
後
１
時

～
３
時
、
宇
治
公
民
館
。
５
百

円
。
上
靴
必
要
。
山
岡
さ
ん

ら
昔

０
７
５
一
４
６
１
一
１
８

２
８
）
。

　
　
募
集

◆
音
楽
サ
ー
ク
ル
　
（
ピ
ア
ノ
）

　
幼
児
か
ら
大
人
、
親
子
で
も
。

毎
週
日
曜
、
午
前
か
午
後
、
東

宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千
円
。

三
角
さ
ん
昔
3
3
・
1
1
5
1
．

◆
書
道
サ
ー
ク
ル
紅
墨
会
　
第

１
・
３
木
曜
、
午
前
1
0
時
～
正

午
。
月
千
８
百
円
。
木
幡
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
大
杉
さ
ん
公

3
2
･
<
Ｍ
t
^
L
O
T
-
H
°

◆
女
性
合
唱
コ
ー
ル
せ
せ
ら
ぎ

　
第
２
・
４
金
曜
、
午
後
７
時

半
～
９
時
半
、
西
小
倉
コ
ミ
セ

ン
。
月
２
千
円
。
小
坂
さ
ん
容

2
2
･･
*
L
O
^
L
O
°

◆
Ｕ
Ｓ
Ｋ
新
舞
踊
（
喜
楽
会
）

　
お
な
じ
み
の
曲
で
踊
り
ま
せ

ん
か
。
第
２
・
４
金
曜
、
午
後

１
時
～
４
時
、
総
合
福
祉
会
館
。

6
0
歳
以
上
の
人
。
月
２
千
円
。

森
さ
ん
＆
2
1
・
3
4
8
6
．

◆
社
交
ダ
ン
ス
　
初
め
て
の
人

大
歓
迎
。
東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

サ
ー
ク
ル
ア
イ
＝
毎
週
火
曜
、

午
後
７
時
半
～
９
時
。
サ
ー
ク

ル
ア
ル
フ
″
＝
毎
週
木
曜
午
前

1
0
時
2
0
分
～
午
後
Ｏ
時
半
、
午

後
２
時
～
３
時
半
。
月
４
千
円
１
０

岡
本
さ
ん
昔
3
2
・
1
2
8
5
．
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催
し

◆
児
童
文
学
講
演
会
「
信
じ
ら

れ
る
言
葉
」
　
1
1
月
1
4
日
出
、

午
前
1
0
時
半
～
正
午
、
宇
治
公

民
館
。
講
師
は
作
家
・
長
崎
夏

海
さ
ん
。
無
料
。
先
着
5
0
人
。

申
し
込
み
を
児
童
文
学
サ
ー
ク

ル
林
さ
ん
≫
2
4
・
6
1
1
7
．

◆
開
場
１
０
周
年
市
場
ま
つ
り

1
1
月
1
5
日
剛
、
午
前
1
0
時
～
午

後
３
時
、
京
都
府
南
部
総
合
地

方
卸
売
市
場
（
伊
勢
田
町
西
遊

田
）
。
地
元
や
全
国
各
地
の
農

水
産
物
即
売
、
抽
選
会
な
ど
。

同
市
場
＆
2
0
・
2
8
2
5
．

◆
講
演
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
環

境
ホ
ル
モ
ン
」
　
1
1
月
1
8
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
正
午
、
宇
治
公
民

館
。
講
師
は
京
都
大
学
教
授
・

石
田
紀
朗
さ
ん
。
保
育
あ
り

（
お
や
つ
5
0
円
）
。
資
料
３
百
円
。

申
し
込
み
を
同
館
＆
2
1
・
2
8

0
4
．
奥
田
さ
ん
＆
4
3
・
０
９

◆
京
都
大
学
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
「
地
球
・
宇
宙
・
生
命
」
研

究
者
た
ち
の
提
言
　
1
1
月
2
0
日

㈲
＝
パ
ネ
ル
展
、
公
開
ラ
ボ
、

デ
モ
実
験
、
所
内
見
学
。
1
1
月

2
1
日
出
＝
講
演
会
、
模
擬
店
ほ

か
。
化
学
研
究
所
事
務
室
庶
務

掛
酋
3
8
゛
Ｑ
）
0
0
4
0

◆
宇
治
公
民
館
版
画
サ
ー
ク
ル

展
　
‥
‥
Ｅ
月
2
0
日
㈲
～
2
4
日
出
。

宇
治
公
民
館
ホ
ー
ル
。

◆
大
歩
民
デ
ー
・
市
民
歩
こ
う

会
　
1
1
月
2
3
日
㈲
、
午
前
８
時

半
、
宇
治
市
役
所
玄
関
前
集
合

（
小
雨
決
行
。
雨
天
時
は
2
9
日

㈲
）
。
太
陽
が
丘
方
面
。
約
８

キ
ロ
。
参
加
賞
あ
り
。
昼
食
等

各
自
持
参
。
牧
原
さ
ん
容
2
3
・

２
２
６
２
、
文
化
自
治
振
興
課

酋
内
線
2
2
0
2
．

◆
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
　
1
1
月

2
6
日
俐
、
午
前
1
0
時
半
～
、
東

宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
無
料
。
お
は

な
し
た
ま
て
ば
こ
の
岩
田
さ
ん

昔
2
1
゜
3
0
8
4
0

◆
ム
ジ
ー
ク
ー
ク
ラ
イ
ン
室
内

合
奏
団
定
期
演
奏
会
　
‥
１
１
１
月
2
9

日
㈲
、
午
後
６
時
半
～
、
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
。
バ
ッ
ハ

「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
ほ
か
。

８
百
円
。
今
井
さ
ん
容
2
3
・
１

７
８
ｎ
乙
ｏ

◆
ふ
る
さ
と
２
万
歩
ウ
オ
ー
ク

大
会
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

１
１
‥
一
月
2
9
日
㈲
、
午
前
８
時
～
1
0

時
に
塔
の
島
受
け
付
け
。
先
着

千
人
。
三
室
戸
寺
・
源
氏
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
平
等
院
の
無

料
入
場
券
進
呈
。
宇
治
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク

‘ ラ
ブ
≫
3
1
・
8
7
9
0
．

◆
黄
槃
囲
碁
将
棋
サ
ー
ク
ル

将
棋
大
会
　
い
‥
八
月
2
9
日
間
、
午

前
1
0
時
～
、
希
望
者
は
2
7
日
㈲

ま
で
に
内
田
さ
ん
＆
3
3
・
１
９

２
兎
囲
碁
大
会
　
1
2
月
６
日

㈲
、
、
午
前
1
0
時
～
。
希
望
者
は

1
2
月
４
日
面
ま
で
に
内
田
さ
ん
。

と
も
に
五
ケ
庄
芝
ノ
東
集
会
所

で
。
会
費
は
千
円
（
パ
ン
ー
ジ
ュ

ー
ス
代
含
む
）
。

市
政
だ
よ
り
１
月
１
日
号
で
ご
紹
介
す
る

う
さ
ぎ
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
う
さ
ぎ
年
生
ま
れ
が
二
人

以
上
い
る
、
う
さ
ぎ
に
ち
な

ん
だ
名
字
で
あ
る
な
ど
、
う

さ
ぎ
に
か
か
わ
り
の
あ
る
家

族
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。
広
報
課
で
は
本
紙
1
1
年

１
月
１
日
号
に
家
族
そ
ろ
っ

て
写
真
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

登
場
し
て
い
た
だ
く
「
う
さ

ぎ
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。
我
が
家
こ
そ
は
と

い
う
明
る
く
ユ
ニ
ー
ク
な
家

族
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
応
募
方
法
・
：
は
が
き
に
①

住
所
　
②
家
族
全
員
の
氏
名

と
生
年
月
日
　
③
電
話
番
号

　
④
我
が
家
の
簡
単
な
Ｐ
Ｒ

を
書
い
て
、
一
‥
１
１
一
月
1
3
日
㈲

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

市
役
所
広
報
課
（
〒
6
1
1
1

8
5
0
1
住
所
省
略
可
）
へ
。

フ
ァ
ク
ス
2
0
・
８
７
７
９
、

持
参
も
可
。
選
考
の
上
、
結

果
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
…
広
報
課

（
四
内
線
2
0
7
0
）
。

臨時福祉特別

給付金

11月12日

（木）から申

請受付開始

11月12日（

木）から申請受

付開始

11年度

市民のペー

ジ
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生涯学習

■宇治まなびんぐ'99参加者・

　出展者募集

　｢すばらしい生涯学習との出会

い、そしてっながり～つくる・あ

そぶ・つたえる～｣をテーマに11

年２月11日脚に開催するまなびん

ぐ'99にあなたも参加しませんか

[＞内容…○手作りおもちゃ工夫展＝

自分なりに工夫した創作おもちや、

昔遊んだ手作りおもちゃなどひと

味違う作品を募集(1人２点まで)、

○手作りバザール＆ミニ講習会＝

つくる楽しさ、つたえる楽しさを

味わえるお店の出店者募集(例・

パッチワーク、押し花、藤細工な

ど)○つくって遊ぼうコーナーの

スタッフ募集。内容について相談

に応じます。[112月11日倒まで

に生涯学習センター(萱22-0220)。

■国際理解・教養交流講座

　　｢知って今日から国際人｣

　[＞とき…下表のとおり。いずれ

も午前10時～正午[＞ところ…広野

公民館C〉定員…先着50人C〉費用…

無料圃同館(S41-7450)。

11/24
　㈹

｢国際交流とは?｣

　　　京都文教大学教授生駒孝彰さん

｢わたしの国憲交流｣

~ｱﾒﾘｶでのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱａを通じて~

　　　　　　　　　　大林君子さん

Fｱmmｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃ<-､1本幼ｱｲ7ﾝﾃｨﾃ祠

　同志社大学大孚院ｱﾒﾘｶ研究科教授

　　　　　ﾃﾞｲﾋﾟｯﾄﾞ･ストウさん

｢真の国際化社会を目指して｣

　　　　　　　宇治国際交流クラブ

12/1
　㈹

12/9
　吻

12/11
　倒

■市民講座｢災害と防災を学ぶ｣

　[＞とき・内容…下表のとおり。

いずれも午前10時~11時半[＞とこ

ろ…宇治公民館[＞対象…市内在住

の人[＞定員…先着50人C＞費用…無

料　圃同館(萱21-2804)。

12/1
　㈹

｢人のつながりか命を救った｣

　神戸市長田区教育額室弘瀬泰敏さん

12/4
　倒

｢観記者の見た鴉取材で出会った人たち｣

　読売新聞社解説委員川口真司さん

12/9
　w

｢災害後に見られる心身の変化｣

　　　　　京都大学教授林春男さん

■市民講座｢楽しく学ぶく

　らしの経済講座｣

　t＞とき・内容…下表のとおり。

いずれも午後２時～４時[＞ところ…

木幡公民館t＞対象…市内在住・在

勤の人C〉定員…先着50人C〉費用…

無料圃同館(S32-8290)。　2月

に小倉公民館でも同一内容の講座

を開催。

12/1㈹ a*Eﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝとは順経開究所

　所長片鼎男さん12/4a) ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝの影響

12/8㈹ 現肋ｶーF社会
弁計吉田克弘さん

12/9伽 将来のｶード社会

■市民講座｢自分の落款をつくろう｣

　[＞とき…11月19日俐、午後１時

半~4時[〉ところ…生涯学習セン

ター【＞内容…印材に自分の名前な

どを彫るE＞対象…初心者[＞定員…

先着30人[＞費用…1000円E＞保育…

２歳以上。申し込み制回生涯学

習センター(S22-0220)。

募集

■市臨時職員(アルバイト

　職員)登録者の募集

一般事務補助の臨時職員登録者

です[〉応募資格…18歳以上45歳く

らいまで【＞勤務時間…午前8

時半

～午後５時[＞雇用…応募者を名簿

に登録(1年間)、必要に応じ、

選考し雇用。　回登録希望の人は

市販の履歴書に必要事項を記入し

写真をはって職員課(S内線2063)

へ(郵送可)。ワープロ・パソコ

ンが操作できる人は、その旨を明

記してください。

スポーツ

■スポーツひろば

　気軽にニュースポーツを楽しみ

ませんか。【〉とき…11月14日出、

午前９時半から正午(雨天中止)

[＞ところ…西宇治運動公園E〉内容

…グラウンドゴルフ・ターゲット

バードゴルフ・ペタンクなど回

生涯スポーツ課(a内線2621)。

■トレーニング機器実技講習会

　E〉とき…11月28日出、午後１時

半～!＞ところ…黄壁体育館[＞対象

…15歳以上(中学生を除＜)[〉定

員…先着30人[＞参加費＝1000円

圃ll月15日(日)から同館(萱33-400

1)。顔写真(3×2.5r)が必要。

お知らせ

■｢選挙のあゆみ｣差し上げます

　市選挙管理委員会では、４月の

京都府知事選挙、７月の参議院議

員選挙の結果を加えた｢選挙のあ

ゆみ｣改訂版を作成しました。先

着100人に差し上げます。囲同委

員会事務局(020-8798)。

催　し

■中学生の主張大会

　11月の全国青少年健全育成強調

月間の活動の一環として開催。今、

中学生は｢何を考え、何を悩み、

何を求めているのか｣、市内の中

学校代表９人が力一杯訴え、主張

します。[＞とき…11月21日出、午

後１時半~4時[＞文化センター大

ホールr〉内容…○主張…中学生と

して、友人、大人、社会に訴えた

いことなど○宇治マンドリンアン

サンブル・フローラの演奏[＞参加

費…無料欧少年課(322-圃。

■肢体障害者教室・文化講座

　くたずねてみよう源氏物語の世

界〉t＞とき…11月21日出、午後１

時半～３時半t＞とごろ…源氏物語

ミュージアムE〉対象…市内在住の

肢体障害者とその介助者[〉定員…

先着3o人[＞参加費…無料圃ii月

16日囲までに社会教育課(a内線

2615)。

■応急手当講習会

　[＞とき…11月28日(土)、午後１時

A時[＞ところ…牛涯学習センター

[＞内容…普通救命講習(m急手当

の重要性の講義、人工呼吸・心臓

マッサージの実技)C〉定員…先着

30人t＞受講料…無料困i月18日

出までに中消防署(S22-0940)。

■小倉双葉園園庭開放

　子どもの仲間づくり、お母さん

の育児の仲間づくりに広い園庭で

遊ばせてみませんか[＞とき…11月

19日俐午前10時～11時半c〉ところ

…小倉双葉園保育所(駐車場はあ

りません)回地域子育て支援セ

ンター(S24-6511)。

■自然観察会(鳥類)

　市では９年度から動植物の生息

状況調査を実施しており、今年度

は鳥類の公開調査会(観察会)を

開催します。E〉とき…11月29日(剛、

午前９時半～午後ｏ時半r〉ところ

‥･大吉山、宇治川河川敷(京阪宇

治駅前集合)t〉参加資格…市内在

住・在勤の小学５年生以上(小学

生は保護者同伴)C〉講師…宇治愛

鳥みどりの少年団団長・中島m.治

さんE〉定員…40人【＞費用…無料

圃はがきか電話で住所・氏名・年

齢・電話番号を市役所公園緑地課

(a内線2418)。応募多数は抽選。

■ﾋﾞﾃﾞｵｼｱﾀｰ｢プリティ･ﾘｰｸﾞJ

　E〉とき…11月25日附、午前10時

～正午と午後７時g時の２回E〉

ところ…生涯学習センターE〉内容…

実在した全米女子プロ野球リーグ

の物語。　トム・バンクス、マドン

ナ、ジーナ・デイビス出演(日本

語吹き替え)[〉費用…無料[＞保育…

２歳以上。申し込み制　回女性政

策室(a内線2091)。

■植物公園

　講習会は申し込みを同園(魯45-

0099)。いずれも入園料が必要。

　　〈寒蘭展〉洋蘭とは異なり、地

味ですが繊細で気品のある寒蘭の

魅力をどうぞ。[＞とき…11月21日

(±)~11月23日脚。

　　〈講習会・ケナフの紙すき〉多

量の二酸化炭素を吸収し、成長も

早い地球温暖化防止に役立つヶナ

フによる紙作り[＞とき…11月22日

(日)、午後１時半～３時半[＞費用…

無料。

■本と子育て講座

　良い本との出会いは子供の成長

に大切なこと。具体的に本を紹介

しながら進めてい＜講座です。t＞

とき・テーマ…○12月３日出＝

｢絵本と子育て｣、○10日俐＝｢ひ

とりで読み始める頃に｣、いずれ

も午前10時～正午[＞ところ…中央

図書館[＞講師＝大阪国際児童文学

館選書委員・北畑博子さんE〉定員…

先着40人[＞費用…無料[＞保育…２

歳以上10人。申し込み制　困同館

(昔20-1511)。

■巡回無料法律相談

　封法律扶助協会京都支部と京都

弁護士会が実施する相談です。[＞

とき…11月17日(火)、午後１時～３

時E＞ところ…市役所市民相談室t＞

担当…京都弁護士会所属弁護士t＞

定員…先着10人　困市民相談室

(a内線2080)。

■山城地区小・中学校音楽

　フェスティバル

　t＞とき…11月15日(日)、午前lO時

～午後４時E〉ところ…文化センタ

ー大ホールI＞参加校…西大久保小

・南部小・笠取小・宇治中・北宇

治中、市内９中学合同、ほか山城

地区小・中学校13校[＞入場料…無

料　回学校教育課(Q内線2623)。

■国保わいわいボウリング

　ボウリングで世代間交流・運動

をしませんか。[＞とき…12月５日

出、午後１時半~c〉ところ…松園

ボウル(近鉄小倉駅徒歩２分)【＞

対象…市国民健康保険加入者とそ

の家族で小学生以上の人I＞定員…

先着100人c＞参加費…無料　困n

月30日囲までに国民健康保険課

(s内線2265)。参加賞などあり。

■家族で作る料理教室

　　(米消費拡大事業)

　c＞とき…11月21日倒、午前９時

半～午後１時半[＞会場…木幡公民

館[＞内容…米や栄養についての話

と実習[〉指導…食生活改善推進員

協議会｢若葉の会｣[〉対象…家族

で(特に男性歓迎。子供だけの参

加はできません)[＞定員…先着24

人[＞持ち物…エプロン・三角きん・

筆記用具圃同館(S32-8290)。

■お米を使った料理教室

　　(米消費拡大事業)'

　[＞とき…11月26日困、午前９時

半～午後２時[＞ところ…宇治公民

館[＞内容…講演｢日本型食生活の

すすめ｣と調理実習[〉指導…管理

栄養士・司馬正子さんE〉対象…市

内在住の人E＞定員…先着25人[＞持

ち物…エプロン・三角きん・布き

ん・筆記用具[〉費用…無料圃同

館(a21-2804)。

福祉

■障害者テニス教室

　c〉とき…11月29日~12月20日の

日曜、４回。午前９時半～11時[＞

ところ…サンアビリティーズ城陽

(城陽市中芦原)[＞内容…硬式テ

ニスの基礎を実技指導c＞対象…障

害者で初心者、初・中級者[＞定員…

車いすテニス６人、車椅子以外６

人[＞参加費…無料[5]11月15日(日)

までに｢障害者テニス教室希望｣・

住所・氏名・生年月日・職業・電

話番号・障害名・経験・車いす・

ラケットの有無を電話かファクス

か直接同施設(s・FAX53-6644)。

■身体障害者デイサービス

　〈料理教室〉スリランカ料理を

お母さんといっしょ

谷岡　岳斗くん(1歳4ヵ月)

由美さん

　(伊勢田町南遊田)

楽し＜学びましょうo [＞とき･･･11

月27日㈲、午後７時半～９時半E＞

ところ…総合福祉会館【＞対象…聴

覚言語に障害のある人t＞参加費…

500円C＞定員…15人t＞持ち物…エ

プロン・三角きん・布きん困il

月24日脚までに社会福祉協議会

(S22-5650、FAX22-5654)。

■福祉バザー

　地域の福祉活動を進める財源確

保と住民への関心・理解を広める

ことを目的に開催。[＞とき…11月

15日(日)、午後１時~I＞ところ…南

小倉小学校・大久保小学校・西大

久保小学校　回社会福祉協議会

(S22-5650)。

官公署・その他

■人権擁護委員制度50 周年

　記念講演会

　C＞とき…12月12日(土)、午後１時

～４時t＞ところ…京都産業会館８

階シルクホール(下｀京区四条室町)

[＞内容…歌謡ショー、記念講演会

(講師・山城新伍さん)[弓往復は

がきに住所・氏名を書き、11月20

日出までに(当日消印有効)、京

都地方法務局人権擁護課(〒602-

8577京都市上京区荒神口通河原町

東入上生洲町197)へ。応募多数

のときは抽選。　回京都地方法務

局宇治支局(324^122)。

■城南地域職業訓練センター

　圃11月13日出から同センター

(萱46-0688)。

　　くパソコン中級ロータス123表

計算W95〉[＞とき…12月14日～11

年１月11日の月・木曜、午後６時

半~9時。６回[＞受講料…9000円。

　　〈パソコンｃＡＤ活用〉E〉とき…

12月15日～11年１月22日の火・金

曜、午後６時半～Q時。９回[＞受

講料｡･･1万3500円。

　　〈ワープロ初級ワードW95〉E＞

とき…12月14日～11年１月11日の

月・木曜、午後６時半～Q時。６

回[＞受講料…9000円。

■城南勤労者福祉会館

　urn月13日出から同館(fS46-

0780)。

　　〈正月用料理教室〉t＞とき…12

月12日出、13日(日)のどちらか１日。

いずれも午後１時～４時[〉受講料

…1500円。

■リウマチ講演会

　C＞とき…11月26日俐、午後１時

半~4時I＞ところ…総合福祉会館

C＞対象…リウマチ患者とその家族

[〉内容…講演｢リウマチのリハビ

リ｣＝京都大学医療技術短期大学

部作業療法士・赤松智子さん、

｢日常生活の工夫～自助具を活用

して～｣＝日本リウマチ友の会京

都府支部長・三浦真砂子さん｡

｢福祉制度について｣＝宇治保健

所保健婦　困11月20日倒までに宇

治保健所保健指導課(021-2191)。

情報

BOX

中央図書館図書展示

　｢お父さんのための元気

μ出る本｣と題し、200冊

T)展示・貸し出しを行いま

r。期間は11月20日(鋤～29

a(日)です。

回同館(020-1511)。
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　平安時代の中ごろに、紫式部が書いた「源氏物語」は、千

年の時を経た今も、高い文学的評価を受け続けています。そ

の最後の十帖は宇治を舞台にしていて、「宇治十帖」の名で

親しまれています。このたび完成した源氏物語ミュージアム

は、市が進めてきた「源氏物語をテーマにした街づくり」事

業の核となる施設です。市が持つ歴史と文化の薫りを大切に

しながら、復元模型や映像を通して、「源氏物語」の世界を

だれにでもわかりやすく親しんでいただけるよう再現しまし

た。平安時代に思いをはせながら、その優雅で華やかな世界

をお楽しみください。
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内
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内
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い
た
牛
躯
、
数
多
く
の
か
さ
ね

の
色
目
に
織
り
な
さ
れ
た
女
。
房

の
装
束
、
貴
族
や
女
房
の
部
屋

を
彩
っ
た
屏
風
・
几
帳
・
鏡
台

・
棚
な
ど
の
調
度
類
を
復
元
展

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ル

チ
画
面
に
よ
る
映
像
が
「
源
氏

物
語
」
の
華
麗
な
雰
囲
気
を
漂

施設平面図

　1階

▲宇治十帖「橋姫」の一場面「八宮邸」

わ
せ
ま
す
。

　
秋
の
部
屋
は
宇
治
の
地
に
立

ち
寄
っ
た
薫
が
、
閑
寂
な
八
宮

邸
に
住
ん
で
い
る
大
君
・
中
君

を
見
初
め
る
、
宇
治
十
帖
の
中

で
も
最
も
有
名
な
「
橋
姫
」
の

一
場
面
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

部
屋
全
体
を
覆
う
月
の
光
は
、

宇
治
十
帖
の
憂
愁
の
世
界
を
一

層
深
め
ま
す
。

　
映
像
展
示
室
で
は
篠
田
正
浩

監
督
に
よ
る
映
画
『
浮
舟
』
を

上
映
。
ホ
リ
ー
ヒ
口
シ
さ
ん
制

▲六条院の100分の１の建物模型

作
の
人
形
を
使
い
、
薫
・
匂
宮

と
い
う
二
人
の
男
性
と
の
出
会

い
の
中
で
、
数
奇
な
運
命
を
た

ど
る
浮
舟
に
焦
点
を
あ
て
、
映

像
に
よ
り
宇
治
十
帖
の
世
界
に

迫
り
ま
す
。

　
期
間
を
区
切
っ
て
、
「
源
氏

物
語
」
や
平
安
時
代
の
文
化
に

関
わ
る
こ
と
を
中
心
に
、
様
々

『浮舟』のできるまで

ホリ・ヒロシの人形の世界

　11月８日(日）～11月23日（祝）

企画展示

　テーマ

　第１部

　映画の製作風景と人形制作風景などの写真

　パネル、ホリ・ヒロシ作の人形を展示

第２部　寝殿造模型を中心に

　　　　　12月５日（土）～平成11年４月

｢浮舟｣で使用した寝殿造の建物模型や絵コンテ、

映画の製作風景などの写真パネルを展示

な
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
を
行

い
ま
す
。

　
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
’
・
源
氏
物
語

ク
イ
ズ
」
、
「
性
格
診
断
テ
ス
ト
」
、

「
両
面
で
散
策
、
源
氏
物
語
宇

治
十
帖
」
な
ど
の
ク
イ
ズ
や
ゲ

ー
ム
を
通
し
て
、
「
源
氏
物
語
」

に
詳
し
い
人
も
、
全
く
知
ら
な

い
人
も
「
源
氏
物
語
」
に
親
し

み
、
知
識
を
広
め
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ト
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
で
「
源
氏
物

　
語
」
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

テレビ広報
　さわやか宇治

千年の時を経て　源氏物語の魅力を今に伝える

～源氏物語ミュージアム開館～

　
　
「
源
氏
物
語
」
に
関
す
る
図

書
を
人
門
書
か
ら
専
門
書
ま
で

幅
広
く
収
蔵
し
ま
し
た
。
ゆ
っ

く
り
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
「
源
氏
物
語
」
を
平

安
時
代
の
音
声
で
復
元
し
た
ビ

デ
オ
な
ど
も
観
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
　
「
源
氏
物
語
」
や
平
安
時
代

の
文
化
な
ど
を
よ
り
深
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
や
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

12月５日(土)

午後５時半から15分間

▲広々とした講座室

976

源氏物語の世界へようこそ

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

「
源
氏
物
語
」
に

親
し
む
コ
ー
ナ
ー

図
書
室

講
座
室

講

座

室
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